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2020 年 2 月 1 日  

1. 鶏病研究会報は，本会の趣旨に沿った内容を持つ解説・

総説および会員による投稿原稿などを掲載する。 

2. 投稿区分は次のとおりとする。 

 解説・総説：すでに認められた業績，技術あるいは情報 

などについての解説で，編集委員会が依頼あ 

るいは承認したもの。 

 研 究 報 告：新知見を含む学術報告としてまとめられた 

原著論文。 

 業績ノート ：症例報告，調査成績，衛生指導成績など,  

        研究論文として十分整理されていない知見 

や速報的な短い論文。 

 資   料 ：関連の学術情報の速報，調査資料，統計資 

料，通達など。 

 文 献 紹 介：外国雑誌の訳，抄訳。 

 そ の 他 ：上記区分以外の原稿も，本会報の趣旨に沿 

うものは掲載する。 

3. 「研究論文（研究報告および業績ノート）」の執筆要領 

1) 原稿は原則としてワープロソフト(Word)で作成し，A4

用紙に 24～26 行，1 行約 40 字で印刷する。 

2) 最初の頁は表紙とし，希望する投稿区分，表題，著者名

（全員），所属機関および住所（全員）を記載する。筆頭

著者（連絡責任者）の E-mail アドレスを記載すること。

2 頁以降を本文とする。原稿には通し頁数および通し行

番号を入れる。なお，投稿区分は最終的には編集委員会

で決定する。 

3）筆頭著者と共著者の所属・住所が異なる場合は，共著者

名の右肩に１），２）を付けそれぞれの所属・住所を記す。 

4）筆頭著者の所属・住所に変更があった場合は，著者名の

右肩に１）を付し，投稿時の所属・住所の下に１）現在：所

属，住所（英文では，１）Present Address：所属，住所）

を記す。 

  筆頭著者ではなく，共著者が論文の連絡責任者である場

合，連絡責任者の氏名を表紙最下段に記入する。連絡責

任者となる共著者名の右肩に † を付す。 

5）本文は次の項目および順で記載する。 

①要約（和文），②キーワード 5 語以内（ローマ字表記時

の ABC 順に記載）③緒言，④材料と方法，⑤成績，⑥考

察，⑦文献，⑧英文要約*1 （Summary）。英文要約は表

題，著者名，所属，住所，本文，キーワード（ABC 順）

とする。 

6）業績ノートは研究報告のような項目別に記述する必要

はないが，それに準じて簡潔に短く記述する。定法にし

たがった方法などは詳細に記述する必要はない。 

7）中見出しの記号は次のとおりとする。 

    1．   1）     a.       a) 

2．   2）     b.          b) 

8）謝辞は必要な場合，考察の最後に追記する。 

9）引用文献は本文中の引用箇所右肩に 1, 2～5）のように記

載する。 

10）引用文献の略誌名は別記 1 (引用文献に用いる雑誌，

定期刊行物の略号名) http://keibyo.jp/contribution を参

考に，和文論文は和文で, 欧文論文は欧文で記載する。

配列は筆頭著者名の ABC 順とする。同一の場合は年代順

とする。共著者が 3 名以内の時は全員を，4 名以上のと

きは和文論文では“ら”, 欧文論文では“et al. ”とする。

欧文略誌名はイタリックで示す。著者の責任で正確な文

献の記載（著者名, 巻数, ページ数, 年など）をする。入

手困難な文献などでネット上に確認できるものは, アド

レスを記載する。記載例を以下に示す。 

  1)    Dykstra, M.J. Charlton, B.R. and Chin, R.: 

Fungal infections. pp. 1077-1096. In: Diseases 

of Poultry, 13th ed. (Swayne, D.E. et al. eds.), 

Wiley-Blackwell, Ames, Iowa (2013)  

2)    Georgiades, G., Iordanidis, P. and Koumbati, 

M.: Cases of swollen head syndrome in 

broiler chickens in Greece. Avian Dis. 45, 

745-750 (2001) 

  3)    橋田明彦ら：シイタケ廃菌床に起因したと思わ

れるブロイラーのアスペルギルス症. 鶏病研報 

52, 101-105 (2016)  

   4)   Hodges, R.D.：The Histology of  the Fowl. 

Academic Press, London（1974） 

   5)    森本博夫 , 珠玖知志：輸入軍鶏に認められた

http://keibyo.jp/contribution


Plasmodium gallinaceum と Leucocytozoon 

caulleryi の混合感染例．日獣会誌 56，455-457

（2003） 

  6)    Müller, H. et al. ：Current status of vaccines 

against infectious bursal disease. Avian Pathol.  

44, 133-139 (2012) 

7)    農林水産省：薬剤耐性対策行動計画の周知と動物

用抗菌性物質製剤の慎重使用の徹底について.

（2016） 

http://www.maff.go.jp/nval/hourei_tuuti/pdf/2

8_shoan_3049.pdf  

8) 小野雅章: 鶏アデノウイルス感染症． pp．64-67． 

家禽疾病学, 鶏病研究会編，つくば （2015） 

 

11）図，表，写真は本文中に挿入せず，別紙にまとめる。 

写真には説明文を付す。 

12）表に脚注を要する場合は，表示語句の右肩に a),b),c)を付

記し，表の下欄外にそれぞれの説明を記す。 

13）図，表，写真の使用は必要最低限にとどめ，可能な限

り本文に記載する。 

14）用いる漢字は専門用語を除いて原則として常用漢字の

範囲とする。略号を使用する場合は，論文中ではじめて

使用する箇所に完全な語を挙げ，その後に略称をカッコ

内に示す。学名などイタリックで記すものは，イタリッ

クで印字する。 

15）動物名は一般に使用されているもの（人，鶏, 七面鳥

など）は漢字で，その他はカタカナで記す。 

16）鶏病に関係する用語は鶏病用語 2019 (本誌 55 巻 4 号，

136～158 頁)を用いる。年号は，原則として西暦を用い

る。 

17）その他の用語・用字は本会報で慣用しているものを用

い る 。 別 記 2 ( 本 会 報 で 用 い る 用 語 例 ) 

http://keibyo.jp/contribution を参照する。 

4．「研究論文（研究報告および業績ノート）」以外の原稿の

執筆要領 

1）記載の体裁は自由とし，用語などは研究論文と同じ。 

2）解説・総説には研究論文に準じた英文要約および引用文

献を載せる。そのほかの原稿には必要に応じて引用文献

を付す。 

 

5．原稿は表紙から引用文献および英文抄録までを 1 つのフ

ァイル（Word で作成）とし, 図表および写真のファイル

とともに提出する。メール添付の場合は, 本文はファイ

ル名を“筆頭著者氏名 本文”とし, 図, 表, 写真は“筆

頭著者氏名  図 , 表または写真”とし , 事務局

（keibyokenkyukai@keibyo.jp）へ送付する。郵送の場

合は 2 部(図, 表, 写真とも)提出する。審議中に元ファ

イルの提出を求めることがある。 

6．投稿原稿は，図・表も含めて刷り上り 5 頁（1 頁 2,390

字）以内とする。超過頁印刷およびカラー印刷について

は実費を著者負担とする。画像ファイルは解像度の高い

ものを送付すること。 

7．研究論文（研究報告および業績ノート）は，本会報の編

集委員を含む 2 名の審査委員が審査し，編集委員長が採

否を決定する。動物の取り扱いに倫理上の問題があるも

のは採用しない。 

8．内容，用語などが不適切な原稿は，審査委員あるいは編

集委員会が修正を求める。 

9．本会報への投稿料は無料とする。 

10．別刷は希望者に実費で配布する。希望者は事務局に前

もってその旨を申し込む。 

11．会報に掲載したものの著作権は，鶏病研究会に帰属す

る。これを利用しようとするものは，鶏病研究会の許可

を得なければならない。 

12．原稿の送付は下記宛とする。 

  〒305－0856 茨城県つくば市観音台 1－21－7 

サンビレッジ川村 C－101 

鶏病研究会 

keibyokenkyukai@keibyo.jp 

 

＊1 原則として，解説・総説，研究報告，業績ノートには英

文要約をつける。 

英文要約の校閲は本会が行う。 

http://www.maff.go.jp/nval/hourei_tuuti/pdf/28_shoan_3049.pdf
http://www.maff.go.jp/nval/hourei_tuuti/pdf/28_shoan_3049.pdf
http://keibyo.jp/contribution
mailto:keibyokenkyukai@keibyo.jp

